




Reconsidering the History of Early Childhood Education in Japan






















































































































































































































































































































　　　　　 　梅 　櫻 　桃
　　　　　 　梨 　李 　枇杷
　　　　　 　柘榴 　椿 　山吹
　　　　　 　躑躅 　藤 　牡丹
　　　　　 　薔薇 　ボケ 　木蓮
　　　　　 　フリージャ 　パンジー 　ヒヤシンス
　　　　　 　プリムローズ 　長命菊 　スズラン
　　　　　 　黄水仙 　躑躅
　　　　ロ　野生動物
　　　　　 　タンポポ 　レンゲ 　スミレ
　　　　　 　ツクシ 　櫻草 　レンリサウ
　　　　　 　シャガ 　ニリンソウ 　ハコベ
　　　　　 　ヨメナ 　ジクニヒトエ 　ノアザミ
　　　　　 　クサボケ 　ムラサキケマン
　　　　ハ　田畑ノ植物
　　　　　 　菜ノ花 　麥 　エンドウ 　ソラ豆
　　　　ニ　常盤樹
















































































































































テ話ス」「 　絵画ヲ示シツツ話ス」「 　實物ヲ幼児ニ持タセ或ハ觸レサセテ知ラシム」「 　
話ノ間ニ歌ヲ入レルモヨシ」「 　説明為スニ必要ナ手眞似或ハ口眞似等ハ必要ナリ」とある。
ここから保姆は話の対象となるものを、念入りに調べ、実物を集めたり絵に描く準備を行い、
質問をしながら話を展開し、子どもからの質問にも回答を行い、実物に触れさせたり絵を示し
たりして話をしていたと考えられる。
　このようにみると話は、子どもが、事物や生き物を観察してその営みや存在を客観的に捉え
ること、特に「雨ノ話」が自分自身や友達が水になって自然界を循環することに想像力を働か
せるものになっており、事物や生き物の営みを感じ取り共感できるようになることが意図され
ていたといえる。
　ここまでは年代不明の『會集』の中の「會集」及び「春ノ會集」に依拠して、話について考
察してきたが、1925年（大正14年）の『幼稚園日誌』によれば、 月14日（火）から翌年の
月18日（木）までの年度中、毎回の話の題材は、次の通り、『會集』の話の内容を越えて多
岐に亘っていた。
　 月　　　　　蝶、春の動物の状態、樫の木、春の有毒植物、エンドウ、筍、牛
　 月～ 月　　月、たんぽぽ、兎、蜜蜂、肉食植物、ロバ、虫、蝉
　 月　　　　　海に住むもの、鳴き声、星、稲束、朝顔、無花果、秋の時候、秋の七草、猿、
かつおぶし、ざくろ、へちま、鮭
　10月　　　　　動物の親子、栗、紅葉とすみれ、雁、柿、船、鳥、小鳥、小鳥の巣、松茸、
旅行、道路、木ツツキとオウム、ポンプ、指紋
　11月　　　　　かば、木ノ葉、珍しい人種、へび、あり、金のはね、紅葉、母の愛、砂糖、
神の恵を感謝する
　12月　　　　　星ノ子、霜、冬の動物の状態、鳩
　 ～ 月　　　白兎、七面鳥、アオノリ、アオクサ、人体に於ける血の運動、石鹸、つらら、
氷、不思議なおもちゃ、酒の害、ロビンソンクルーソー
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　「春ノ會集」には、「會集」にはなかった「園藝」があった。
　　　 　目的
　　　　イ　自然ト近ク接スル事ニヨリテ自然トノ関係ヲ知ラシム
　　　　ロ　神ノ愛ヲ知ラシム
　　　　ハ　生命ヲ貴ブニ至ル
　　　　ニ　美的観念ヲ増進セシム
　　　　ホ　幼児ノ健康ヲ増進セシム
　　　　ヘ　同情心ヲ養フ
　　　　ト　各自養護者タル責任観念ヲ深カラシム
　　　　チ　世話ヲナスノ快感ヲ味ハシム
　　　 　準備
　　　　イ　シャベル ロ　鍬
　　　　ハ　バケツ ニ　漏斗
　　　　ホ　油糟（肥料） ヘ　篩
　　　　ト　棒（蔓物ノ為） チ　札
　　　　リ　構ヲスル為ニ木　小石　貝　等ヲ準備ス
　　　 　方法
　　　　イ　場所ヲ撰ブ…日當リノヨキ所ニ種ヲ蒔ク
　　　　ロ　養分ヲ與ヘル…水ヲヤル
　　　　ハ　害虫ヲ他ニ移ス
　　　 　注意
　　　　イ　營養ヲ充分ニトラシムル様ニス
　　　　ロ　空気ノ流通ハヨク而モ餘リ烈シク風ノ當ラザル所和ヲ撰ブ
　　　　ハ　大樹ノ下ハ避ケル事
　　　　ニ　時節ヲヨク考ヘソノ時節ニ適当ナモノヲ植ユ
　　　　ホ　種子ノ蒔キ方ニ注意ス
　　　　ヘ　深サヲ注意ス
　　　　ト　營養ヲ多ク要求スル植物ト然ラザルモノトアレバコレ又注意ヲ要ス
　前稿でも触れたように村山貞雄によれば大正期の幼稚園で、園芸を保育項目にしていたとこ
ろがあり、岡山市立幼稚園もそれを採り入れていたとしているが（日本保育学会1969: 53‒54）、
竹中幼稚園においても「夏ノ會集」の中の一つとして行われていたといえよう。但し年代は今
のところは特定できていない。
日本幼児教育史再考
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　本稿では「春ノ會集」について整理しながら、「春ノ會集」の特性を、「會集」の概要と重ね
合わせて考察した。竹中幼稚園の「春ノ會集」の話は、子どもの想像力を掻き立て、事物や生
き物の営みを客観的に捉えて共感できることを意図したものであったことを確認した。
　次稿では、『會集』の中の「夏ノ會集」の特性を、「會集」の概要と重ね合わせて考察したい。
加えて大正期の竹中幼稚園の保育内容をさらに明らかにしたい。
　竹中みつ氏および竹中幼稚園の資料を研究として使用するにあたり、倉敷教会の中井大介牧師、
竹中幼稚園の小山光子園長から、専属的な許可とご依頼を戴いた。ここで改めてお礼を申し上げた
い。
高月教恵（2010）『日本における保育実践史研究─大正デモクラシー期を中心に─』御茶の水書房
竹中みつ（1924）『個人日記』
竹中みつ（1925）『幼稚園日誌』
竹中光子（年代不明）『會集』
　* 竹中光子が本名であるが、存命中、二つの名前を使用していることから、本人が竹中光子もし
くは竹中みつと記載したものについては、その通りの表記とする。
日本保育学会（1969）『日本幼児保育史　第三巻』フレーベル館
（受理日　2021年 月 日）
